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水

の

力
冠
　
松
次
郎

谷
歩
き
を
し
て
、
何
時
も
驚
く
の
に
水

の
力
だ
。
あ
の
高
さ
か
ら
こ
の
水
底
ま
で

こ
ん
な
剛
頑
な
岩
石
を
、
ど
う
し
て
彫
リ

下
げ
て
爽
た
か
と
、
隆
々
た
る
映
壁
を
仰

い
だ
私
等
は
、
水
の
力
の
す
ば
ら
し
さ
を

讃
嘆
す
る
こ
と
に
屋
々
あ
る
。

柔
軟
な
水
が
、
小
さ
な
韓
石
に
阻
ま
れ

て
。
そ
の
周
り
を
遠
慮
が
ち
に
辻
つ
て
行

く
や
う
な
水
の
流
れ
が
、
奔
放
、
疾
走
、

浸
滲
す
る
虎
、
三
大
な
岩
石
を
押
し
流
し

途
に
は
絶
大
な
天
斧
と
な
つ
て
堅
岩
を
割

り
、
深
谷
を
刻
む
の
だ
。

そ
の
雄
大
な
彫
理
の
痕
を
見
て
歩
く
、

私
等
谷
を
渉
る
者
に
、
高
大
な
自
然
の
蓋

廟
に
，
幾
百
世
紀
を
維
た
超
人
の
傑
作
を

槻
賞
し
な
が
ら
行
く
の
だ
か
ら
、
そ
の
柴

み
に
ユ
ニ
ツ
ク
で
あ
る
。

青
磁
の
瓶
や
業
焼
の
壼
。
そ
の
逸
品
の

肌
を
撫
で
、
色
を
眺
め
て
洸
惚
た
る
好
事

家
の
集
み
よ
り
も
、
封
象
が
大
き
い
だ
け

豪
快
批
美
を
極
め
て
ゐ
る
。
賞
際
よ
い
谷

を
歩
い
た
と
き
の
思
ひ
出
ほ
ど
　
・
、
深
い
印

象
を
私
の
騰
裡
に
焼
き
つ
け
る
も
の
に
な

そ
れ
だ
か
ら
、
こ
れ
等
優
秀
な
漢
谷
の

風
致
が
、
人
工
に
よ
り
惨
害
さ
れ
て
行
く

こ
と
を
思
ふ
と
、
名
工
の
稀
品
が
心
な
く

破
損
さ
れ
る
よ
り
も
、
悲
し
み
に
張
い
も

の
だ
。

水
の
力
。
そ
の
彫
塑
の
技
巧
を
最
も
張

く
感
す
る
の
に
、
矢
張
り
堅
岩
に
よ
つ
て

日
ま
れ
た
峡
谷
に
於
く
ヽ
あ
ら
う
。
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黒
部
の
や
う
に
本
流
の
浸
蝕
力
が
迅
速

な
谷
で
は
、
支
谷
の
落
ロ
ｌｆ
、
勢
ひ
瀑
布

と
な
つ
て
落
下
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
こ
に
懸
谷
を
形
造
る
の
で
あ
つ
て
、
廊

下
の
到
ろ
虎
に
私
等
に

そ

の
美
視
を
見

る
。そ

し
て
こ
れ
等
支
谷
の
落
口
で
あ
る
瀑

布
に
、
時
と
共
に
後
退
し
つ
ゝ
あ
る
。
堅

壁
を
制
蝕
、
浸
蝕
し
て
後
退
す
る
水
の
力

は
、
必
然
的
に
、
そ
の
痕
跡
に
深
い
洞
門

を
穿
つ
。
流
れ
に
命
の
や
う
な
岩
の
立
樋

の
奥
を
。
瀑
布
と
な
つ
て
跳
躍
す
る
の
奇

観
を
曇
す
る
。

そ
し
て
か
う
云
ふ
支
谷
の
落
日
に
限
つ

て
、
思
ひ
切
り
狭
い
も
の
だ
。
堅
岩
に
水

に
幅
を
興

へ
す
深
さ
を
典

へ
る
か
ら
だ
ら

う
。
流
域
敷
里
を
算
す
る
大
支
流
の
落
ロ

が
、
僅
が
三
。
四
米
突
の
岩
隙
を
有
ず
る

に
過
ぎ
な
い
の
も
、
多
く
に
か
う
云
ふ
虎

私
に
つ
い
先
日
．
黒
薙
川
柳
又
谷
の
源

流
地
を
歩
い
た
。
柳
又
谷
に
姉
妹
川
の
北

又
谷
の
静
的
に
沈
ん
で

ゐ

る

の
に
比
し

て
、
そ
の
源
流
よ
り
下
流
ま
で
、
殆
ど
奔

川
の
連
績
に
よ
つ
て
成
つ
て
ゐ
る
。
荒
蕩

た
る
男
性
的
の
谷
だ
。
源
流
地
に
於
て
川

床
に
激
落
し
て
。
瀧
津
瀬
は
瀧
津
瀬
と
オー…―

接
し
て
、　
一
息
の
餘
裕
を
興

へ
な
い
程
で

あ
る
。
そ
の
間
に
危
う
く
雲
橋
に
断
績
し

て
、
谷
を
行
く
者
を
し
て
非
常
の
努
力
を

張
う
る
。
こ
の
谷
に
源
流
地
の
白
馬
主
峯

と
旭
岳

（前
蓮
華
）
と
の
鞍
部
か
ら
、
二

時
間
程
で
、キ
壁
の
露
出
が
著
し
く
な
る
。

私
等
が
最
初
の
雲
橋
の
下
り
で
，
雪
と

岩
壁
と
の
ギ
ア
ツ
プ
を
、

一
本
の
流
木
に

よ
つ
て
僅
か
に
越
え
、
崖
側
を
廻
つ
て
谷

に
下
り
た
時
だ
。
先
に
行
つ
た
人
夫
に
汀

に
下
り
る
な
り
、
封
岸
を
見
て
件
ん
で
し

ょ
っ
た
。
そ
し
て
あ
つ
！
　
と
嘆
肇
を
洩

Ｌ
た
。
私
も
つ
ゞ
い
て
そ

こ
ま
で
下
リ

て
、
鼻
先
を
見
て
驚
い
た
。
岩
の
大
衝
立

に
隔
て
ら
れ
て
見
る
こ
と
も
出
来
な
か
つ

た
大
き
な
谷
が
、
然
も
狭
い
狭
い
岩
の
洞

の
奥
か
ら
瀧
と
な
つ
て
落
下
し
て
ゐ
る
で

に
な
い
か
、
そ
れ
に
前
蓮
華
と
清
水
平
と

の
水
を
併
越
て
く
る
大
き
な
蓮
華
谷

（
或

に
シ
ヨ
ウ
ゾ
谷
）
の
落
日
だ
つ
た
。

上
流
か
ら
見
た
と
き
に
、
す
ぐ
先
か
ら

明
る
い
大
き
な
谷
が
下
り
て
あ
る
こ
と
に

分
つ
て
あ
た
が
、
さ
て
そ
の
落
口
に
中
々

出
な
い
の
で
待
遠
し
く
思
つ
て
ゐ
た
。
今

谷

へ
下
り
く
見
る
と
、
想
像
も
出
来
な
い

や
う
な
狭
い
洞
か
ら
落
ち
て
あ
る
の
を
見

て
喫
驚
し
た
。
よ
る
で
巾
着
の
日
の
や
う

な
谷
だ
。
柳
又
谷
に
こ
の
蓮
華
谷
落
口
附

近
か
ら
壁
は
高
く
流
れ
に
狭
く
な
る
。
そ

れ
か
ら
緒
い
丸
い
肩
骨
に
入
り
組
ん
で
累

律
し
て
ゐ
る
の
だ
。
そ
の
邊
か
ら
に
雲
橋

が
し
つ
か
り
し
て
ゐ
な
け
れ
ば
通
る
こ
と

の
出
来
な
い
虎
だ
。

か
う
云
ふ
や
う
な
割
れ
谷
、
水
に
割
リ

つ
け
ら
れ
て
深
く
蝕

い
込
ん
で
あ
る
谷
の

標
式
的
の
も
の
に
、
黒
部
の
十
宇
峡
で
あ

そ
こ
で
に
棒
小
屋
澤
は
、
あ
の
廣
大
な

流
域
を
も
つ
て
あ
る
の
に
、
そ
の
落
口
に

値
か
に
三
米
突
に
過
ぎ
な
い
。
そ
し
て
暗

い
岩
の
洞
門
を
貰
い
て
落
下
し
て
ゐ
る
瀧

に
四
五
段
ｔ
連
績
し
て
ゐ
る
。
飢
谷
に
至

つ
て
に
、
最
後
の
爆
布
が
典
麗
な
釜
を
衝

い
て
、
漢
水
を
本
流
黒
部
に
温
出
し
て
ゐ

る
、
何
し
て
も
壮
観
だ
。

日
電
の
歩
道
を
、
飢
谷
に
架
け
ら
れ
た

吊
橋
を
渡
つ
て
、
簡
単
に
通
つ
た
だ
け
で

は
、
彼
虎
の
複
雑
な
雄
大
な
趣
に
、
と
て

も
味
に
ヽ
る
も
の
で
に
な
い
。
封
岸
の
棒

小
屋
澤
の
瀧
場
の
中
か
ら
飢
谷
を
顧
み
、

そ
の
瀑
布
と
釜
と
の
壮
観
を
眺
め
、
飛
滞
．

深
淵
を
つ
な
い
で
、
ひ
た
走
り
に
押
し
て

く
る
黒
部
本
流
を
迎
へ
見
て
こ
そ
、員
に
、

十
字
映
の
漢
観
を
知
る
こ
と
が
出
来
る
の

で
あ
る
。

私
等
に
黒
部
の
下
廊
下
に
つ
い
て
の
み

で
も
。
東
谷
落
口
附
近
、
牛
月
映
、
十
字

峡
、
自
瀧
漢
の
映
壁
の
壮
麗
さ
を
見
た
だ

け
で
も
、
こ
の
深
谷
に
働
く
水
の
力
の
偉

大
さ
と
、
そ
の
彫
啄
の
卓
越
越
る
の
を
嘆

賞
せ
ず
に
は
ゐ
ら
れ
な
い
。
彫
刻
を
す
る

の
に
は
先
づ
素
材
の
よ
い
も
の
を
選
に
な

け
れ
ば
駄
日
だ
。
水
の
彫
刻
に
、
黒
部
に

ど
ん
な
に
ふ
さ
に
Ｌ
い
素
材
を
提
供
し
た

こ
と
だ
ら
う
。

私
は
更
に
こ
の
谷
を
埋
め
て
あ
る
深
林

の
美
を
考

へ
、
峡
谷
を
園
む
高
速
山
の
姿

を
し
の
ぶ
と
き
、
水
の
美
し
い
力
、
張
い

力
は

一
居
私
等
の
心
を
魅
了
す
る
。

谷
か
ら
帰
つ
すこ
ば
か
り
で
、
も
う
次
の

漢
行
を
考

へ
、
饉
か
の
月
日
の
経
つ
の
を

さ
へ
待
ち
化
び
て
私
は
又
谷

へ
潜
入
し
や

う
と
す
る
、
然
し
こ
れ
に
山
を
無
説
し
て

あ
る
の
で
に
勿
論
な
い
。
谷
は
山
の
下
部

で
あ
る
と
共
に
、
山
の
持
つ
最
も
雄
大
な

山
壁
の
大
部
分
は
、
水
の
力
、
谷
の
誉
力

に
よ
つ
て
形
成
さ
れ
て
あ
る
も
の
で
あ
る

か
ら
。

（
昭
和
七
、
八
、
二
五
、
稿
）
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以
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松
方
　
一二
郎
氏

購

入

国

書

吉
田
十

一
著
　
日
本
旅
行
史

（
昭
、
三
）

田
中
阿
歌
麿
著
　
趣
味
の
湖
沼
學（

大
、十

一
）

同
　
日
本
北
ア
ル
プ
ス湖

沼
研
究

（
昭
、
五
）

田
部
重
治
著
　
日
本
ア
ル
プ
ス
と
秩
父
巡

謹
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
、
一
〇
）

中
島
吉
太
郎
著
　
博
説
の
上
州

（昭
、
七
）

植
田
孟
絹
著
一　
日
光
山
志

仝
五
冊

｛
天
保
八
年
）

西
蔵
研
究
會
編
　
西
蔵
　
　
（
明
、
三
七
）

大
橋
乙
羽
著
　
千
山
高
水
　

（明
、
三
二
）

同
　
績
千
山
高
水
　
　
　
　
（
明
、
三
三
）

武
田
久
吉
著
　
高
山
植
物
　
　
（
大
三
Ｃ

加
藤
咄
堂
著
　
旅
か
ら
旅
　
　
（
大
、
四
）

一
戸
直
蔵
外
著
　
日
本
ア
ル
プ
ス
縦
走
記

（
大
、
六
）

國
府
犀
東
、
千
一臓
百
穂
著

不
二

一
周
　
　
　
　
　
　
　
（
明
、四
〇
）

大
日
本
地
誌
大
系
　
第
三
御
府
内
備
考
三

第
四

　

同
　
　
四

第
七
　
新
編
武
蔵
國
風
土
記
稿
　
七

八
　
　
同
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八

第

九

同

　

　

　

　

　

九

九

一
七
　
山
州
名
跡
志
　
　
　
　
二

第
二
四
　
斐
太
後
風
土
記
　
　
　
下

第
二
七
　
雲
陽
誌

第
二
八
　
一二
州
地
理
志
稿

第
二
九
　
御
府
内
備
考
　
　
　
　
五

第
三
〇
　
新
編
會
津
風
土
記
　
　
一

第
二

一　
同
　
　
　
　
　
　
　
　
二

小
諸
小
學
校
編
　
湊
間
山
　
（明
、
四
三
）

富
士
文
庫
第

一
巻

（大
、
一
五
）

大
和
山
岳
會
編
　
大
和
ア
ル
プ
ス
大
肇
ケ

原
山
　
　
（大
、
一
〇
）

松
浦
厚
著
　
富
士
山
麓
回
湖
記

（
大
、
五
）

登
山
研
究
會
編
　
富
士
と
箱
根

（
大
、八
）

川
口
孫
治
郎
著
　
乗
鞍
嶽
上
十
日
記

（大
、
一
〇
）

石
内
鶯
次
郎
著
　
箱
根
入
里
　
（
大
、
二
）

静
観
道
人
著
　
富
岳
志
　
　
（
明
、
四

一
）

田
中
六
蔵
編
　
霊
峯
富
士
　
　
（昭
、
二
）

歴
史
地
理
　
富
士
山
続
　
　
　
（
大
、
九
）

開
東
岳
愛
會
　
山
の
巡
帷
　
　
到
筋
に
蹴

東
京
蝸
牛
會
　
三
角
粘
　
　
　
　
第

一
琥

大
阪
商
大
旅
行
部
　
雲
線
　
　
　
第
七
続

東
京
歯
科
讐
専
山
岳
部
　
杖
痕第

二
、
三
続

近
倍
山
岳
會
々
報
　
　
　
　
第

一
、
二
競

一人
箱
根
國
立
公
園

（
昭
、
五
）
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固

書

紹

介

陸
地
測
量
部
新
刊
地
国
目
鋒

五
萬
分

一
地
形
固
一　
修
正

光
　
　
　
四
琥
　
矢
板

戸
　
　
　
五
枕
　
大
田

一同Ｆ一顧一甲
府

一同
都
宮

十
二
琥

七
糖

四
続

十
沈

十
三
琥

十
二
憐

十
六
琥

一
面

一
面

一
面

一
面

一
面

一
面

一
面

一
面

一
面

高
濱

木
戸

水
海
道

桐
生
及
足
利

沼
田

身
延

赤
石
嶽
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高
山
　
　
　
五
競
　
立
山
　
　
　
　
一
面

同
　
　
　
　
六
続
　
槍
ケ
嶽
　
　
　
一
面

宇
治
山
田
十
五
脱
　
大
蔓
ケ
原
山
　
一
面

同
　
　
　
十
六
琥
　
尾
鷲
　
　
　
　
一
面

京
都
及
大
阪
二
続
　
京
都
東
北
部

同
　
　
　
　
六
琥
　
京
都
西
北
部

田
邊
　
　
　
一
琥
　
十
津
川

和
歌
山
　
　
二
渉
　
吉
野
山

同
　
　
　
　
三
競
　
山
上
ケ
嶽

同
　
　
　
　
四
琥
・
繹
迦
夕
嶽

徳
島

　

　

十
渉
　
草
壁

五
萬
分

一
地
形
固
　
餓
道
補
入

名
寄
　
　
十
五
渉
　
添
牛
内

廣
尾
　
　
　
九
歩
　
生
花
苗

飯
田
　
　
　
十
競
　
加
子
母

和
歌
山
　
　
十
琥
　
岸
和
田

大
分
　
　
十
五
琥
　
阿
蘇
山

二
十
萬
分

一
帝
國
固
　
鐵
道
補
入

小
串

五
萬
分

一
朝
鮮
地
形
固
　
修
正

海
州
　
　
　
七
琥
　
新
院

春
川
　
　
十
三
歩
　
抱
川

五
萬
分

一
山
嶽
固
（
四
色
刷
）

大
峯
山
脈
及
大
墓
ヶ
原
山
近
傍

以
上
式
拾
九
面
。
六
月
二
十
日
出
版

五
萬
分

一
地
形
団

内
幌
　
　
十
五
槻
　
海
馬
島

五
萬
分

一
地
形
回
　
修
正

豊
原
　
　
　
八
琥

佐
倉
　
　
十
四
琥

宇
都
宮
　
　
二
渉

同
　
　
　
　
三
競

同
　
　
　
十
四
渉

名
古
屋
　
十
五
競

長
野

　

　

二
槻

同

　

　

十
二
続

留
多
加

佐
倉

壬
生

結
城

前
橋

水
日

榛
名
山

蓼
科
山

名
古
屋
　
十
六
琥
　
上
野

五
萬
分

一
朝
鮮
地
形
固
　
修
正

京
城
　
　
　
三
流
　
京
城

同
　
　
　
　
九
琥
　
白
川

公
州
　
　
　
九
渉
　
清
州

以
上
拾
八
面
．
八
月
二
十
日
出
版

一
面

同

一
面

富

山

一
面

長
野

一
面

以
上
拾
六
面
、
七
月
二
十
日
出
版

一
面

五
萬
分

一
地
形
固

一
面

九
琥

十
続

十
三
琥

十
四
競

十
五
渉

一
脱

二
歩

三
競

一
面

一
面

一
面

一
面

一
面

一
面

一
面

一
面

一
面

五
萬
分

一
地
形
固
　
修
正

札
幌
　
　
　
六
競

宇
都
官
　
　
六
渉

同
　
　
　
十
二
琥

甲
府
　
　
　
一二
渉

同
　
　
　
　
九
琥

金
澤
　
　
　
四
機

一
面

一
面

一
面

一
面

一
面

一
面

一
面

一
面

一
面

一
面

一
面

一
面

一
面

一
面

一
面

一
面

一
面

一
面

大
阿
蘇
の
新
研
究
　
松
本
唯

一
逃

一
面

昭
和
七
年
二
月
　
熊
本
地
歴
研
究
會
発
行

一
面

菊
剣

一
七
〇
頁
　
附
固
四
葉

・
偵
五
〇
錢

一
面

本
書
に
、
九
大
教
授
松
本
唯

一
氏
が
、

一
面

地
歴
研
究
會
主
催
の
議
習
會
に
於
て
。
初

述
べ
ら
れ
て
あ
る
。
内
容
は
左
の
六
章
に

分
た
る
。

一
、
序
説
　
二
、
大
山
學
漑
説
　
一二
、

日
本
の
地
帯
構
造
概
略
　
四
、
九
州
の

大
山
地
質
概
略
　
五
、
阿
蘇
火
山
　
六

結
尾
ｏ
　
　
　
　
（伊
藤
秀
五
耶
）

山ヽ
は
生
き
る
　
　
　
今
井
徹
郎
著

木
星
祀
書
院
装
行

ｏ
四
六
版

四
〇
二
貢

・
定
償

一
・
五
〇

『
山
に
生
き
る
』
に
著
者
の
言
葉

の
如

く
、
古
典
日
本
の
有
つ
俳
諧
的
閑
寂
味
と

近
代
日
本
の
抱
く
聰
明
の
感
情
と
を
統

一

融
和
し
た
と
こ
ろ
に
生
れ
る
、
渾
然
た
る

人
生
の
殿
堂
を
こ
の
自
然
地
に
見
出
す
可

く
浴
れ
る
歓
喜
を
擁
し
て
、
良
賓
の
黙
描

に
精
進
し
た
渦
去
の
記
録
を
示
す
も
の
で

著
者
が
如
何
に
西
甲
州
の
山
々
に
親
み
、

且
そ
れ
を
い
の
ち
と
し
て
ゐ
る
か
が
剣
る

本
書
で
著
者
の
最
ち
力
を
入
れ
た
も
の

に
恐
ら
く
中
村
儀
助
の
覺
書
の
一
篇
で
あ

ら
う
。
木
曾
に
生
れ
甲
斐
に
生
き
る
著
者

に
は
打
つ
て
つ
け
の
好
材
料
で
あ
り
又
よ

く
整
ふ
て
書
か
れ
て
あ
る
。
次
に
山
に
入

る
と
い
ふ
一
篇
も
山
に
住
む
人
の
心
持
を

よ
く
我
々
に
停

へ
て
呉
れ
る
。
こ
の
外
山

想
篇
、
山
の
物
語
、
山
小
屋
外
二
篇
を
牧

め
、
誰
が
撮
影
し
た
の
か
剣
ら
わ
が
、
窮

員
も
そ
れ
の
解
説
も
亦
仲
々
よ
く
出
来
て

あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
（
松
井
）

一
面 面 面 面 画 面

同 同 内 同 同 同 同 大
幌     泊

宇
治
山
田
十
三
続
　
名
張
　
　
　
　
一
面

學
者
の
篤
に
な
越
る
講
演
で
あ
る
か
ら
、

和
歌
山
　
　
六
槻
　
五
條

一
面

行
文
午
易
に
し
て
而
も
内
容
豊
富
、
素
人

京
都
及
大
阪
三
琥
　
京
都
東
南
部
　
一
面

の
私
逹
に
と
つ
て
は
、
火
山
の
一
般
的
概

同

四
脱
　
奈
良
　
　
　
　
一
面

七
琥
　
京
都
西
南
部
　
一
面

八
琥
　
黒
部
　
　
　
　
一
面

八
競
　
十
石
峠
　
　
　
一
面

念
を
得
る
に
便
で
あ
り
、
阿
蘇
火
山
研
究

に
於
て
は
、
興
味
あ
る
著
者
の
新
知
見
も

多
蘭
内

雨
龍

牛
荷
山

臥
牛
山

泥
川

内
幌

南
名
好

十
和
田

白 八 谷 熊 栃 江
山 ヶ 村 谷 木 別

嶽

九
州
の
山
々
　
時
間
記
録
と
費
用
概
算

北
田
正
三
著
　
朋
文
堂
賛
行
　
定
債

一

回
二
十
錢
　
三
六
剣
二
八
〇
頁
　
口
綸

窮
具
七
枚
　
ス
ケ
ッ
チ
二
十
七
個
　
概

念
団
九
個
挿
入

加
藤
、
岩
崎
雨
氏
の
好
著

「九
州
山
岳

案
内
」
′昭
和
三
年
）
が
す
で
に
稀
槻
の
部

に
入
つ
た
此
頃
九
州
山
岳
界
の
重
鋲
北
田

正
三
氏
の
手
に
よ
つ
て

「
九
州
の
山
々
」

な
る
書
が
出
版
さ
れ
る
と
聞
い
た
時
は
多

大
の
期
待
を
か
け
た
も
の
で
あ
つ
た
。
然

Ｌ
賓
物
を
手
に
し
て
見
る
と
前
の
期
待
を

裏
切
つ
て
頗
る
物
足
り
な
い
感
が
す
る
。

勿
論
出
版
者
側
か
ら
の
注
文
も
い
ろ
ノ
＼

と
あ
つ
て
あ
れ
丈
の
も
の
に
ま
と
め
る
著

者
の
苦
心
も
住
少
で
は
な
か
つ
た
で
ぁ
ら

う
と
推
察
に
出
来
る
が
、
今
少
Ｌ
内
容
を

計
締
め
て
も
ら
ひ
た
か
つ
た
。
そ
し
て
胃

頭
に
著
者
の
ナ
リ
ヂ
ナ
リ
チ
ー
を
あ
れ
丈

高
唱
し
て
あ
る
手
前
今
少
し
ナ
リ
ヂ
ナ
ル

と
引
用
と
の
ケ
ヂ
メ
を
明
瞭
に
し
て
も
ら

つ
て
置
い
た
方
が
チ
ヨ
イ
ナ
ヨ
イ
気
付
く

ひ
ど
い
獨
断
か
ら
救
に
れ
た
で
あ
ら
う
し

又
文
献
と
し
て
の
重
要
性
も
増
し
た
筈
で

あ
る
。
挿
入
の
ス
ケ
ッ
チ
も
著
者
の
自
筆

に
は
違
ひ
な
い
で
ぁ
ら
う
が
、
そ
れ
ぞ
れ

そ
の
場
所
で
自
か
ら
作
つ
た
と
断
つ
て
あ

る
国
と
し
て
は

一
寸
受
取
れ
な
い
の
が
間

々
あ
る
の
に
遺
憾
で
ぁ
る
。
概
念
岡
に
至

つ
て
は
も
う
少
し
費
用
債
値
の
あ
る
様
に

注
意
し
て
作
つ
て
置
い
て
ほ
し
か
つ
た
。

特
に
阿
蘇
山
の
概
念
国
の
如
き
に
著
者
の

最
も
得
意
と
越
ら
る
ゝ
筈
の
も
の
で
あ
ら

う
が
不
幸
に
し
て
重
要
な
地
名
の
脆
落
が

あ
り
、
そ
の
上
誤
診
迄
敢
ぇ
て
し
て
ぁ
る

の
に
残
念
で
あ
る
。
日
締
寡
良
に
至
つ
て

に
む
し
ろ
無
い
方
が
よ
か
つ
た
様
に
思
ふ

要
す
る
に
本
書
に
い
か
に
も
所
謂
朋
文

堂
式
の
際
物
ら
し
い
饉
裁
に
絡
始
し
て
し

ま
つ
た
こ
と
は
九
州
の
山
岳
界
を
指
導
す

る
位
置
に
あ
る
筈
の
著
者
の
た
め
に
惜
し

む
と
同
時
に
。　
一
般
に
本
書
の
機
構
を
多

少
躊
躇
ぜ
ざ
ろ
を
得
な
い
。
　
竹
内
）

山
の
鳥
員
の
う
つ
し
方

東
京
朋
文
堂
璧
行
ぅ
四
六
版

二
七
〇
頁
、
定
慣

一
ｏ
八
〇

山
岳
窮
員
の
大
家
と
し
て
、
夙
に
令
名

を
馳
越
すこ
手
塚
順

一
郎
氏
が
、
二
十
年
末

の
尊

い
盤
験
を
基
礎
と
し
て
著
逃
さ
れ
た

こ
の
で
あ
る
。
職
業
窮
員
家
と
し
て
山
岳

篤
具
に
志
し
た
人
に
、
恐
ら
く
手
塚
氏
が

最
初
で
あ
っ
た
ら
う
。
大
正
八
年
頃
信
濃

山
岳
會
か
ら
頑
費
さ
れ
た
、
同
氏
撮
影
に

か
か
る
カ
ビ
ネ
型
の
素
晴
し
い
山
の
富
風

に
其
頃
の
我
々
を
ど
ん
な
に
か
感
激
せ
し

め
た
こ
と
か
、
未
だ
に
忘
る
ゝ
事
が
出
来

な
い
。

本
書
に
他
の
一
般
窮
具
術
を
説
い
■
も

の
と
、
プ
リ
ン
ン
プ
ル
に
於
て
何
等
憂

つ

た
所
に
な
い
が
、
千
地
と
に
柳
か
環
境
を

一異
に
し
て
ゐ
る
、
山
の
窮
具
専
間
に
永
年

精
進
し
て
木
ら
れ
た
丈
に
、
数
多
く
の
経

語

ら

れ

て

ゐ

る
。

そ

し

て

小

六

ケ
敷

い
理
風
抜
に
、
解
り
易
く
逃
べ
ら
れ
て
ゐ

る
か
ら
、
初
心
者
に
元
よ
り

一
ば
し
名
手

と
自
負
越
ら
る
ゝ
向
き
も
、
熟
讀
す
べ
き

で
あ
る
。
書
中
讀
者
の
質
疑
に
應
す
る
篤

著
者
に
封
す
る
質
問
券
を
添
付
し
て
ぁ
る

が
、
不
幸
著
者
は
出
版
の
営
日
、
出
来
た

ば
か
り
の
本
書
を
抱
い
て
ｔ
永
眠
さ
れ
た

の
で
、
不
測
本
書
が
遺
著
と
成
て
了
つ
た
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課
で
．
洵
に
痛
恨
に
堪
え
な
い
。
想
ひ

し
か
純
自
ク
ロ
ー
ス
に
自
銀
を
置
い

偵
は
、
何
う
み
て
も
遺
著
と
し
か
思
に

な
い
。
巻
頭
に
牧
め
ら
れ
た
無
慮
八

の
富
員
に
．
全
部
が
皆
著
者
會
心
の
作

な
い
迄
も
、
和
常
自
信
を
以
て
撰
ま

も
の
で
あ
ら
う
が
、
惜

い
哉
製
版
の

は
、
千
生
著
者
が
重
き
を
置
か

の
表
現
な
ど
、

一
と
し
て
窺
ふ
こ
と
が

木
な
い
の
に
残
念
で
あ
る
。
併
し

一
々

影
の
時
期
、
レ
ン
ズ
の
種
類
、
絞
り
、

出
等
を
明
記
し
て
あ
る
こ
と
に
良

い

山
行

（
や
ま
り
き
）
第

一
琥

藤
岡
縣
木
屋
瀬
町
筑
紫
山
岳
會

七
年
八
月
　
菊
剣

一
六
二
頁

定
債

一
・
二
〇

筑
紫
山
岳
會
の
會
報
第

一
競
で
あ
る
。

内
容
に

「研
究
と
紀
行
」
〔祀
母
以
束
の

と
漢
谷
　
加
藤
敷
功

・
等
六
編
）
「坊
ケ
ッ

ル
問
題
」
（大
船
山
貯
水
池
に
開
す
る

陳
情
及
理
由
書
　
九
州
山
岳
聯
盟

・

山
地
の
ム
タ
と
共
の
植
物
　
竹
内
亮

ｏ
そ

の
他
三
編

「雑
報
」
／、九
州
の
山
々
を
思
ふ

三
日
月
直
之

ｏ
以
下
九
編

「報
告
」
に

年
十
二
月
よ
り
本
年
二
月
迄
の
會
員
の

山
記
録
を
主
と
す
。「
土
鈴
」
に
三
段
組
の

漫
筆
欄
で
あ
る
が
、
無
き
に
し
か
す
。
雑

誌
の
品
位
を
傷
け
る
こ
と
甚
し
い
。

（伊
藤
秀
五
郎
）

針
葉
樹
　
第
六
琥

東
京
商
科
大
學

一
橋
山
岳
部

昭
和
七
年
入
月
螢
行

定
債

一
曰
八
十
錢

と
な

る
。

（紳
谷
）

内
容
に
紀
文
と
雑
記
と
に
分
ち
紀
文
に

ン
ル
ク
・
ド

ガ
パ
ル
ニ
　

田

中
　
薫

漂
泊
に
於
け
る
山
と
人
と
の
開
聯

芋
川
　
稔

一

春
の
赤
石
岳
　
　
　
　
　
　
園
山
徳
三
郎

Ｒ
く
ＯＢ
・
Ｆ
Φぴ
ω口
”
“
「
魚
ω嗜
＞
軍
口
ま

吉
澤
　
一
耶

鹿
島
鎗
岳
　
　
　
　
　
　
堀

岡

　

清

北
信
三
日
の
山
族
　
　
　
　
吹
原
不
二
雄

北
叉
川
入
り
　
　
　
　
　
　
高

見
一　
要

の
七
編
よ
り
成
り
難
記
に

早
春
の
麓
　
　
　
　
　
　
　
小
川
　
竹
夫

「山
十
花
」
　
　
　
　
　
　
村
尾
　
金
二

山
で
拾
つ
た
話
二
つ
　
　
　
丸
尾
　
平
造

Ｔ
の
死
を
憶
ふ
　
　
　
　
　
吉
澤
　
一
郎

乗
鞍
を
越
え
て
飛
騨

へ
　
　
鈴
木
　
英
雄

の
五
編
よ
り
成
つ
て
あ
る
。
緯
證
に
見
て

何
物
に
も
煩
に
さ
れ
ず
に
卒
直
に
書
か
れ

て
あ
る
事
は

一
橋
山
岳
部
の
氣
分
を
現
し

て
ゐ
る
も
の
で
あ
ら
う
が
そ
れ
だ
け
未
だ

若
い
虎
が
な
い
と
に
云
へ
な
い
。
窮
員
に

九
葉
あ
る
が
傑
作
と
構
ず
べ
き
も
の
が

一

枚
も
な
い
の
が
残
念
だ
。
　

（Ｓ
ｏＴ
）

登
山
術

（
黒
田
正
夫
著
）

菊
版
二
六
〇
頁
　
大
村
書
店
発
行

定
債
式
園

近
来
の
快
著
で
あ
る
。
山
登
り
‐こ
つ
い

て
書
く
こ
と
に
、
蓋
し
．
山
登
り
よ
り
数

倍
難
し
く
又
逢
に
大
な
る
忍
耐
を
必
要
と

す
る
。
黒
田
氏
の
此
の
近
著
を
手
に
し
て

著
者
の
努
力
と
熱
意
と
に
敬
意
を
表
さ
な

い
も
の
に
少
い
で
あ
ら
う
ｏ

組
立
て
か
ら
見
れ
ば
著
者
は
全
證
を
十

四
草
に
分
ち
、
（
一
）登
山
の
用
意
　
（
二
）

地
日

（
三

天
候
の
豫
知

（
四
）岩
攀
リ

（
五
）
手
懸
り
及
足
場
の
利
用
法

（
六
）
下

降

（
七
）
山
鶴
嘴
　
（
八
）綱
の
販
扱
方

（
九
）複
合
登
攀

（十
）澤
歩
き
と
藪
く
ゞ

り

（十

一
）棒
づ
り

（十
二
）
遭
難
の
原

因
と
賞
例

（十
三
）山
の
再
現

（
十
四

山
岳
語
彙
と
な
し
、
順
を
逐
ふ
て
説
明
が

施
さ
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
が
、
著
者
の
山

一
般
に
封
す
る
立
場
に
最
初
の
一
章
に
最

も
よ
く
出
て
居
り
、
殆
ん
ど
讀
者
を
し
て

著
者
そ
の
人
と
相
封
す
る
か
の
感
を
抱
か

し
め
る
も
の
が
あ
る
。
そ
し
て
折
に
ふ
れ

て
著
者
の
筆
か
ら
遊
り
出
る
公
憤
や
痰
呵

の
多
く
に
は
誠
に
同
感
を
禁
じ
得
な
い
も

の
が
あ
る
。
績
く
第
二
第
二
の
章
に
は
著

者
の
蘊
蓄
が
傾
け
ら
れ
て
あ
る
。
多
く
の

登
山
の
門
書
に
い
た
く
快
け
た
る
部
分
で

あ
る
丈
け
重
要
性
が

一
暦
あ
る
と
い
ふ
べ

き
で
あ
ら
う
。
併
し
第
四
乃
至
第
九
章
は

惟
ふ
に
、
本
書
の
中
心
を
な
す
も
の
で
あ

り
、
又
著
者
が
最
も
多
く
ヤ
ン
グ
に
負
ふ

所
の
も
の
で
あ
る
。

一
つ
７
ヽ
注
意
深
く

味
ひ
讀
ま
る
べ
き
で
あ
る
。
徒
両
、
一
掃

的
な
批
評
を
下
す
こ
と
は
何
人
に
も
許
さ

れ
な

い
が
、　
一
讀
し
た
感
想
と
し
て
逃
ベ

れ
ば
、
所
謂

「
平
衡
登
り
」
が
張
調
達
ら

る
ゝ
の
餘
り
、
ど
ん
な
悪
場
で
も
鶴
倍
の

や
う
に
わ
た
れ
る
か
の
如
く
響
く
の
は

一

考
に
値
す
る
。
場
所
柄
に
相
應
し
か
ら
わ

神
谷
老
人
璧
見
の
段
の
一
く
さ
り
の
話
リ

物
が
介
在
し
て
あ
る
粘
も
異
様
な
感
を
抱

か
し
め
る
。
併
し
何
人
も
著
者
の
努
力
に

は
感
嘆
越
ざ
る
を
得
な
い
程
、
述
叙
に
微

に
入
り
細
に
わ
た
つ
て
ゐ
る
。
「棒
づ
り
」

の
章
下
に
も
恰
も
之
を
以
て
如
何
な
る
傾

斜
面
を
も
快
走
し
う
る
が
知
く
書
か
れ
て

あ
る
が
、
前
の

「
干
衡
登
り
」
同
様
馬
が

多
少
手
綱
を
離
れ
て
駆
け
た
感
を
催
さ
ゞ

ろ
を
得
な
い
。
著
者
に

「
自
分
の
信
す
る

こ
と
を
行
つ
て
失
敗
す
れ
ば

そ

れ
だ
け

だ
」
と
云
つ
て
あ
る
が
、
馬
鹿
正
直
者
が

著
者
の
言
葉
に
従
つ
て
失
敗
し
て
も
、
な

ほ
且
つ

「
そ
れ
だ
け
だ
」
と
に
云
ふ
こ
と

に
出
来
な
い
。

絶
盤
的
に
い
へ
ぱ
此
の
書
の
長
所
も
短

所
も
著
者
そ
の
人
が
随
所
に
恣
に
姿
を
現

に
し
て
あ
る
紺
に
あ
る
。
印
ち
快
著
た
る

所
以
で
あ
る
。
併
し
登
山
術
の
著
必
し
も

快
著
た
る
を
要
し
な
い
。
著
者
に
ヤ
ン
グ

の
名
著

マ
ウ
ン
テ
ン
●
ク
ラ
フ
ト
を

「
我

々
の
日
本
の
山
仲
間
に
、
日
本
語
で
日
本

流
に
紹
介
し
た
い
」
と
の
資
心
か
ら
し
て

筆
を
と
つ
た
と
語
つ
て
ゐ
る
。
併
し
著
者

の

「
日
本
流
」
に
著
者
自
身
云
ふ
が
如
く

「
自
分
流
」
な
の
で
あ
つ
て
、
此
虎
に

一

つ
の
論
現
の
飛
躍
が
あ
る
。
ヤ
ン
グ
の
著

述
が
我
々
に
と
つ
て
無
素
蔵
の
學
ぷ
べ
き

も
の
を
包
合
し
て
ゐ
る
こ
と
争
ふ
べ
く
も

な
い
、
と
同
時
に
之
を
そ
の
よ
ヽ
日
本
語

に
現
す
こ
と
必
ず
し
ヽ
必
要
と
も
思
は
れ

ぬ
。
殊
に
ヤ
ン
グ

一
流
の
含
蓄
あ
る
文
章

必
ず
し
も
逐
字
課
に
邁
す
る
と
も
考

へ
ら

れ
な
い
。
そ
れ
故
之
の
日
本
化
は
大
い
に

必
要
で
も
あ
り
徴
迎
さ
れ
れ
ば
な
ら
な

い
。
換
言
す
れ
ば
今
著
者
の

「
自
分
流
」

に
再
現
し
た
謂
は
ゞ

「
黒
田
登
山
術
」
が

最
上
の
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
に
お
の
づ

か
ら
別
問
題
で
あ
る
が
、
著
者
の
之
を
企

て
る
に
至
つ
た
動
機
に
つ
い
て
は
我
々
も

全
く
同
感
ぜ
ざ
る
を
得
な
い
。
著
者
流
の

優
な
る
も
の
を
袋
々
に
著
者
の
用
語
に
見

る
。
滅
多
矢
鱈
と
異
國
語
を
振
廻
す
の
に

田
舎
臭
く
も
あ
る
が
著
者
の
如
く

「
日
本

人
の
日
本
の
山
」
な
る
が
故
に
此
虎
か
ら

外
国
語
を
一
切
排
斥
し
や
う
と
い
ふ
の
に

は
フ
ア
ツ
シ
ヨ
的
な
論
現
の
上
の
無
理
が

あ
る
。
の
み
な
ら
ず
著
者
の
造
語

「
山
鶴

嘴
」「山
鍋
」
の
類
に
口
に
す
る
に
も
耳
に

す
る
に
も
具
合
宜
敷
か
ら
す

「
立
派
な
日

本
語
」
と
も
考

へ
ら
れ
な
い
。
舶
来
の
道

具
を
不
氣
で
使
ふ
や
う
に
、
調
法
な
も
の

は
舶
木
の
も
の
を
そ
の
ま
ゝ
使
つ
て
も
よ

く
に
な
い
だ
ら
う
か
。

以
上
ｌｆ
一
讀
し
て
の
調
に
ビ
感
想
に
す

ぎ
な
い
。
本
の
性
質
よ
り
し
て
批
語
を
下

す
と
な
れ
ば
営
然
詳
細
に
個
々
の
事
項
に

つ
い
て
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
併

し
乍
ら
何
れ
に
し
て
も
、
屋
々
繰
返
越
る

如
く
、
著
者
の
熱
と
努
力
と
に
は
全
く
感

一嘆
越
ざ
る
を
得
ざ
る
も
の
が
あ
る
。
そ
し

て
此
の
書
が
持
来
の
此
の
方
面
の
肇
展
の

た
め
の
一
つ
の
有
用
な
る
貢
献
た
る
こ
と

を
疑
ふ
こ
と
に
出
来
な
い
。

（序
で
乍
ら
ヤ
ン
グ
の
手
紙
の
裏
に
つ
け

加

へ
て
あ
る
醜
詳
に
餘
り
著
者
流
で
あ

る
。
小
さ
い
事
柄
で
あ
る
が
巻
頭
で
あ

る
丈
に
気
に
な
る
。
改
版
に
際
し
て
は

改
識
さ
る
べ
き
で
あ
ら
う
。）

（松
方
三
耶
）

原
稿

・
嘉
員

・
募
集

「高
山
深
谷
」

前
琥
資
表
の
如
く
篤
員

帖
の
発
行
計
劃
あ
り
、
會
員
諸
氏
の
秀
麗

な
る
山
岳
窮
員
の
應
募
を
希
望
す
。

「山
　
岳
」

第
二
十
七
年
第
二
琥
は
十

一
月
璧
行
の
豫
定
に
就
き
、
御
投
稿
あ
り

度
し
。
原
稿
〆
切
拾
月
十
五
日
。
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山

の

沿

息

謳
岡
縣
腱
育
協
會
主
催

第
二
回
登
山
講
習
會

扁
岡
縣
祗
會
教
育
課
で
は
か
れ
て
祗
會

教
育
的
見
地
か
ら
登
―――
の
効
果
を
重
説
Ｌ

指
導
者
養
成
、　
一
般
登
山
思
想
向
上
の
た

め
に
一
昨
年
第

一
回
登
山
講
習
會
を
開
い

て
多
大
の
効
果
を
牧
め
た
の
で
、
今
年
も

同
様
の
主
旨
で
縣
證
育
協
會
が
主
催
と
な

つ
て
、
第
二
回
登
山
講
習
會
を
筑
紫
の
霊

峯
英
彦
山
で
八
月
十
日
十

一
日
の
雨
日
に

亘
つ
て
開
催
し
た
ｃ
講
師
に
第

一
回
同
様

本
會
々
員
竹
内
亮
で
、
第

一
日
は
英
彦
山

腹
英
彦
山
小
學
校
で

一
般
登
山
術
、
山
の

科
學
及
び
北
九
州
の
山
岳
等
の
議
演
を
行

ひ
、
第
二
日
は
英
彦
山
上
宮
岳
、
北
岳
、

粟
師
峠
、
鷹
菓

一
の
岳
等
れ
巡
登
し
て
午

後
二
時
す
ぎ
英
彦
山
小
學
校
で
開
會

ハ
を

行
つ
た
。
受
講
者
に
中
小
墨
校
教
員
、
青

年
回
指
導
者
及
び

一
般
趣
味
者
等
約
四
十

人
で
頗
る
熱
心
に
講
管
を
受
け
ら
れ
た
こ

と
に
大
な
る
成
功
で
あ
つ
すこ
。
（竹
内
亮
）

顧
岡
山
の
會
成
る

扁
岡
市
居
住
の
本
會
々
員
を
中
心
と
し

て

一
昨
年
末
祠
岡
山
岳
談
話
會
な
る
山
岳

同
好
者
の
親
睦
機
関
を
設
け
て
居
た
こ
と

に
既
報
の
舶
り
で
あ
る
が
、
今
度

一
層
内

容
を
更
整
し
て
耐
岡
山
の
含
と
命
名
Ｌ
愈

々
山
岳
研
究
登
山
界
の
指
導
特
に
祠
岡
市

を
中
心
と
せ
る
地
方
の
山
岳
の
研
究
を
毛

ツ
ト
ー
と
し
て
、
意
々
本
格
的
に
九
州
の

山
岳
界
に
活
動
す
る
こ
と
に
な
つ
た
。

そ
の
會
は
毎
月

一
回
第

一
水
曜
日
に
例

會
を
開
き
、
毎
年

一
同
十
月
に
組
會
を
開

く
他
年

一
回
機
関
雑
誌

「
而
岡
山
岳
」
の

発
行
を
行
ふ
こ
と
に
な
つ
て
居
る
。
猶
そ

の
會
に
本
會
々
員
竹
内
亮
氏
を
代
表
者
と

し
、
事
務
所
に
営
分
扁
岡
市
中
間
町
四
野

村
方
に
置
く
こ
と
に
な
つ
た
。

九
州
の
山
の
消
息

九
州
の
山
岳
界
も
最
近
メ
ッ
キ
リ
面
目

を
改
め
て
少
数
で
は
あ
る
が
、
高

い
理
想

の
下
に
先
駆
者
の
熱
意
に
燃
り
る
良
面
目

な
若
い
山
人
逹
に
よ
つ
て
殆
ん
ど
暗
黒
で

あ
つ
た
と
云
つ
て
も
決
し
て
過
言
で
な
か

つ
た
。
中
部
以
南
の
山
々
の
扉
が
開
か
れ

つ
ゝ
あ
る
こ
と
は
何
と
云
つ
て
も
憮
快
な

事
で
あ
る
。

而
し
て
そ
の
序
幕
に
賓
に
阿
蘇
山
に
於

て
五
高
山
岳
部
の
人
々
に
よ
つ
て
切
つ
て

落
さ
れ
た
様
に
思
に
れ
る
。
勿
論
そ
れ
に

は
宮
地
の
北
田
正
三
氏
の
功
績
も
忘
れ
る

こ
と
に
出
来
な
い
で
あ
ら
う
が
、
と
に
か

く
そ
れ
第
の
人
々
の
努
力
に
よ
つ
く
阿
蘇

山
は
全
く
面
目
を

一
新
し
て
近
代
的
の
渡

測
すこ
ろ
清
新
さ
を
以
て
高
岳
の
北
尾
根
、

赤
が
―
谷
、
根
子
岳
等
の
岩
場
が
登
山
界

に
君
臨
す
る
に
至
つ
た
。
が
Ｌ
か
し
今
で

は
最
早
そ
れ
も
過
去
の
も
の
と
な
り
つ
ゝ

あ
つ
て
、
か
つ
て
そ
れ
等
の
岩
場
に
精
進

し
た
山
人
達
の
興
味
に
漸
く
祗
母
山
以
東

の
山
々
に
集
中
さ
れ
つ
ゝ
あ
る
。
そ
の
問

の
沿
息
を
最
ち
よ
く
博
ふ
る
も
の
に
昨
年

出
版
さ
れ
た
三
高
山
岳
部
報
告
第

一
琥
で

あ
つ
て
、
昭
和
三
年
に
出
版
さ
れ
た
加
藤

着
崎
雨
氏
の

「九
州
山
岳
案
内
」
が
奮
来

の
九
州
の
登
山
界
の
線
決
算
を
し
た
劃
期

的
文
献
ヾ
あ
つ
た
同
様
に
、
最
近
の
九
州

登
山
界
の
動
向
を
示
す
貴
重
な
る
文
献
で

あ
る
。

し
か
し
今
そ
の
新
ら
し
い
興
味
の
中
心

で
あ
る
。
祀
母
山
＝
束
の
深
山
地
帯
に
最

も
多
く
の
交
渉
を
有
す
る
も
の
に
二
鵬
岡

縣
木
屋
瀬
町
に
本
部
を
置
き
加
藤
数
功
氏

に
卒
ひ
ら
れ
る
筑
紫
山
岳
會
の
人
々
で
あ

つ
て
、
所
謂
祗
母
山
傾
の
藪
尾
根
大
崩
山

の
説
子
川
漢
谷
、
租
母
山
の
奥
嶽
川
漢
谷

等
の
秘
境
が
紹
介
さ
る
ゝ
に
至
つ
〓
功
績

に
主
に
そ
の
人
達
の
負
ふ
べ
き
虎
で
ぁ
ら

次
に
九
重
山
彙
に
九
州
本
島
の
最
高
圏

を
形
成
す
る
山
岳
地
帯
で
に
あ
る
が
、
山

相
飽
く
迄
明
朝
、
交
通
亦
至
便
な
る
アこ
め

夏
山
と
ヒ
て
ほ
可
成

一
般
的
と
な
る
に
至

つ
た
。
し
か
し
九
重
山
彙
の
風
偵
に
む
し

ろ
各
山
に
あ
つ
て
海
抜

一
三
〇
〇
米
聾
位

置
す
る
法
華
院
温
泉
の
存
在
に
恵
ま
れ
て

四
邊
の
銀
嶺
に
ス
キ
ー
を
ゃ
る
快
味
は
蓋

し
他
に
比
類
を
求
む
べ
く
も
な
い
。

一
方
山
人
達
に
九
州
の
最
高
峯

一
九
二

五
米
の
官
ノ
浦
岳
を
有
す
る
屋
久
島
に
異

常
の
注
意
を
排
つ
て
に
居
る
が
、
遺
憾
乍

ら
位
置
餘
り
に
偏
在
越
る
と
交
通
不
便
な

る
た
め
と
が
た
ゝ
つ
て
登
山
者
は
今
猶
蓼

々
た
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
本
烏
ほ
山

岳
の
規
模
甚
だ
批
大
を
極
め
し
か
も
登
山

路
之
山
小
屋
と
に
恵
ま
れ
て
居
る
の
で
、

府
末
に
往
々
多
く
の
登
中
者
を
ひ
き
つ
け

る
に
至
る
で
あ
ら
う
と
思
ほ
れ
る
。

而
し
て
之
れ
等
の
登
山
界
の
動
向
を
左

右
す
る
登
山
園
盤
に
前
の
五
高
山
岳
部
及

び
北
九
州
の
一
角
に
あ
つ
て
、
気
を
吐
き

つ
ゝ
あ
る
筑
紫
山
岳
會
の
二
勢
力
が
■
で

あ
つ
て
同
時
に
筑
紫
、
戸
畑
雨
山
岳
會
を

中
心
と
す
る
九
州
山
岳
聯
盟
の
勢
刀
ｔ
‘決

Ｌ
て
小
さ
な
も
の
で
に
な
い
。
唯
こ
こ
に

注
意
す
べ
き
傾
向
に
そ
れ
等
の
有
力
な
固

證
が
す
べ
て
九
州
の
中
部
以
北
に
あ
る
こ

と
で
、
か
つ
て

「
楠
郷
山
誌
」
の
如
き
賓

質
あ
る
文
献
を
世
に
途
つ
た
南
九
州
山
岳

會
に
不
幸
に
し
て
今
そ
の
存
在
を
忘
れ
ら

れ
果
て
ゝ
居
る
の
に
遺
憾
で
ぁ
る
。

（竹
内
　
亮
）

利
根
川
水
長
澤

七
月
十
日
湯
檜
曾
、
十

一
日
利
根
川
矢

木
澤
小
屋
、
十
二
日
赤
倉
澤
小
屋
、
十
三

日
雨
滞
在
、
十
四
日
本
長
澤
上
流
、
十
五

一

日
不
ケ
岳
を
経
て
猫
又
川
水
源
、
十
六
日

一

尾
瀬
ケ
原
よ
り
沼
田
、
奪
朝
婦
京
。
　
　
　
一

水
長
澤
に
地
団
で
見
て
も
剣
る
や
う
に

一

緩
か
な
明
る
い
谷
で
し
た
。
明
治
二
十
七

年
の
探
険
隊
が
薇
見
し
、
髄
喜
の
浜
を
流

し
た
と
博

へ
ら
れ
る
文
珠
岩
に
上
流
二
侵

の
本
流
、
文
珠
瀧
の
附
近
の
岩
を
呼
ぶ
や

う
で
あ
る
が
。
不
幸
に
し
て
、
私
達
の
限

に
は
端
坐
せ
る
文
珠
菩
薩
の
像
と
に
考

へ

ら
れ
な
か
っ
た
。
然
し
文
珠
瀧
附
近
の
岩

壁
に
彼
等
に
非
常
な
る
恐
怖
心
を
興

へ
た

事
に
領
づ
け
る
。
水
源
地
附
近
の
歩
き
よ

い
小
澤
に
ブ
ッ
シ
ュ
も
な
く
、
知
ら
ぬ
間

に
何
時
か
身
は
、
不
ヶ
岳
頂
上
の
草
原
に

美満津の

型 録 進 塁

合名會 祀

美  満  津

本郷・赤門前電話
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運
ば
れ
て
ゐ
る
程
、
気
持
の
よ
い
と
こ
ろ

で
し
た
。
同
行
荻
島
四
雄
、
林
主
税

（角
田
吉
夫
）

飯
豊
山
近
況

七
月
中
旬
飯
豊
山

へ
出
掛
け
た
時
に

い
た
こ
と
で
す
が
、
飯
豊
山
爾
不
四
郎

徳
澤
辞
と
具
ケ
澤
間
二
里
、
乗
合
自
動

が
七
月
か
ら
開
通
。

爾
干
四
郎
日
、
長
坂
か
ら
三
國
岳

へ

付
く
に
、
今
迄

一
旦
御
澤

へ
下
つ
て
居

の
を
、
下
ら
す
に
長
坂
か
ら
流
岩
山
を

ら
ん
て
三
國
岳
直
下
に
出
る
新
道
を

工
事
中
。
末
年
に
こ
れ
に
よ
れ
る
由
。

（島
田
　
巽
）

早
月
尾
根

各
季
ル
ー
ト
探
査
芳
々
単
獨
で
創
岳

へ

行
つ
て
来
た
。
八
月
九
日
東
大
谷
を
登
つ

た
が
、
天
候
と
燈
の
具
合
不
良
の
た
め
、

早
月
主
稜
直
下
三
〇
〇
米
よ
り
退
却
せ
り

左
に
其
時
の
見
聞
二
、
三
を
報
告
す
。

１
、
バ
ン
バ
島
よ
り
早
月
尾
根

へ
の
ル
ー

卜
が
拓
か
れ
た
。
所
要
時
間
八

時
間
日
大
の
廣
田
氏
は
約
六

項
越
り
と
い
ふ
。

２
、
案
内
組
合
の
設
立
、
丸
田
丈
次
郎
、

酒
井
竹
次
郎
外
約
二
十
名
、
代
表
者

白
萩
村
々
長
、
日
常
式
回
、
各
季
割

未
定
、
本
年
に
バ
ン
バ
島
に
人
夫

を
設
け
た
れ
ど
、
来
年
度
よ
り

折
或
は
村
役
場
附
近
へ
移
韓
す
る
由
。

３
、
立
山
水
電
取
入
日
上
手
に
目
下
登

小
合
新
築
中
、
今
秋
落
成
の
豫
定
。

（吉
田
喜
久
治
）

千
枚
尾
根
よ
り
赤
石
岳
ヘ

七
月
十
六
日
新
倉
装
二
軒
小
合
よ
り
千

枚
尾
根
を
登
り
、
千
枚
、
東
岳
、
荒
川
岳

を
経
て
赤
石
に
登
り
椎
島
に
下
山
、
只
今

又
新
倉
に
婦
り
候
。
千
枚
尾
根
に
、
地
固

に
は
明
記
な
け
れ
共
、
立
派
に
路
跡
あ
り

道
も
案
外
良
好
に
御
座
候
。
唯
此
道
に
て

注
意
す
べ
き
に
、
千
枚
の
頂
上
迄
登
ら
す

に
、
這
松
帯
の
下
に
て
大
崩
の
上
部
を
横

こ
へ
つ
ゝ
、
千
枚
小
合
に
出
る
事
に
有
之

候
。
街
御
報
告
申
上
度
き
に
、
千
枚
小
合

に
大
破
使
用
に
不
堪
、
赤
石
の
富
士
見
小

合
も
同
様
な
り
。
之
に
山
日
記
に
其
旨
記

載
の
必
要
あ
り
と
も
存
候
。
次
に
荒
川
小

合
は
二
、
三
日
中
に
番
人
が
登
つ
て
来
る

由
、
又
赤
石
小
合
に
改
築
し
て
完
全
し
、

本
年
よ
り
番
人
を
置
く
事
に
な
り
、
既
に

去
る
十
日
上
り
八
月

一
杯
に
居
る
と
の
事

に
候
。
本
年
も
雨
の
た
め
荒
川
小
合
に
一

日
滞
在
し
煙
に
な
や
ま
さ
れ
閉
口
致
候
。

山
小
合
の
煙
に
対
す
る
施
設
、
何
と
か
御

研
究
に
な
つ
て
は
如
何
。

於
甲
州
新
倉
　
中
根
経
三

北
ア
ル
プ
ス
織
行
脚

七
月
二
十
日
出
装
大
町
よ
り
四
ッ
谷
に

到
り
、
自
馬
尻

一
泊
、
大
雲
漢
を
描
く
。

頂
上
の
小
屋
に
四
泊
し
て
窮
生
に
途
る
、

そ
れ
よ
り
鑓
、
不
掃
、
唐
松
を
経
て
小
屋

に

一
泊
、
八
方
尾
根
よ
り
細
野
に
降
る
。

七
月
二
十
八
日
大
町
よ
り
大
出
を
経
て

籠
川
を
遡
り
、
大
澤
小
屋
に
泊
る
。
針
ノ

木
の
雲
漢
を
描
く
、
峠
の
小
屋
に
滞
在
し

て
蓮
華
、
針
ノ
木
峠
に
登
り
、
晴
れ
た
る

山
嶺
を
描
き
、
十
数
枚
の
油
給

（
茨
木
猪
之
吉
）

美凛濃 9賞山到Lと
IJッグサック

山行に最 も大切な完全無映の

アマ′ヽ一モデ″の登山靴やキ

スリングモデノンリツクナツタ

等常に豊富に取揃へてござい

ます。
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高
瀬
入
り
北
鎌
登
攀

久
濶
く
高
い
山

へ
行
か
な
か
つ
た
の
で

ト
レ
ー
ニ
ゾ
グ
の
積
り
で
、
七
月
十
六
日

よ
り
三
日
間
、
自
馬
岳
で
充
分
山
の
気
分

を
味
ひ
、
盤
の
調
子
を
整

へ
、
雲
漢
の
グ

リ
セ
ー
ド
や
撮
影
を
築
し
み
た
る
後
、
高

瀬
川
に
入
り
、
炎
天
に
苦
し
み
つ
ゝ
も
、

恵
ま
れ
た
る
快
晴
を
説
一服
し
て
湯
股
温
泉

に
宿
泊
。
十
日
千
丈
―

天
上
出
合
か
ら

北
鎌
尾
根
第

一
―

第
ニ
ピ
ー
ク
の
鞍
部

に
登
り
、
尾
根
通
し
廿

一
日
午
後
六
時
牛

槍
ケ
岳
頂
上
に
辿
り
着
く
。
八
月

一
日
よ

り
三
日
間
、
槍
の
肩
に
幕
螢
し
て
、
大
槍

小
槍
、
孫
槍
と
ロ
ツ
ク
、
ク
ラ
イ
ミ
イ
グ

の
練
習
を
し
、
思
ふ
存
分
岩
肌
に
鯛
る
ゝ

事
が
出
来
ま
し
た
。

千
丈
―
―
天
上
出
合
よ
り
約

一
丁
上
左

岸
に
岩
小
屋
あ
り
、
五
、
六
人
に
牧
容
出

来
具
合
よ
く
出
来
て
あ
ま
す
。

北
鎌
第

一
―

第
ニ
ビ
ー
タ
鞍
部
取
付

場
所
に
、
昨
年
竹
村
多
門
次
氏
が
、
大
町

の
人
夫
を
入
れ
て
途
中
迄
木
を
伐
ら
せ
た

由
こ
の
入
日
に
木
を
制
り
多
門
火
新
道
と

書
い
て
あ
り
ま
す
。
こ
の
新
道
入
口
よ
り

約
廿
分
で
岩
小
屋
あ
り
、
細
長
い
も
の
で

す
が
二
人
に
牧
容
出
来
ま
す
。

右
の
外
、　
一
四
二
六
米
獨
標
下
ピ
ー
ク

束
下
に
も
岩
小
屋
あ
り
、
二
、
二
人
に
牧

容
出
来
ま
す
。
　
　
　
（亀
山
雄
四
郎
）

穂
高
の
岩
場

去
月
二
十
日
に
か
り
の
山
旅
を
絡

へ
て

今
浅
間
の
高
原
に
居
り
ま
す
。

槍
ヽ
穂
高
の
岩
場
は
何
時
も
憂
ら
わ
、

魅
力
あ
る
も
の
で
し
た
。
其
間
前
穂
高
よ

り
岳
川
、
瀧
の
澤
を
下
降
致
し
ま
し
た
。

上
部
に
比
較
的
急
唆
に
雲
漢
、
下
部
に
於

て
は
素
晴
し
い
桂
状
節
理
の
岩
の
連
績
に

て
、
ス
ノ
ー
プ
リ
ツ
ヂ
の
下
を
潜
る
な
ど

相
常
困
難
し
ま
し
た
。
夏
季
比
較
的
残
雲

砂
き
岳
川
側
に
於
て
は
、
こ
の
澤
に
登
路

と
し
て
興
味
あ
る
も
の
と
思
ひ
ま
す
。

八
月
六
日
　
　
　
　
　
（島
田
武
時
）

芦
安
口
よ
り
白
峰
ヘ

七
月
十
三
日
か
ら
南
ア
ル
プ
ス
白
峰
三

山

へ
登
り
ま
し
た
。
コ
ー
ス
に
芦
安
ロ
ー

ー
池
山
釣
尾
根
―
―
三
山
―

大
門
澤
―

―
西
山
温
泉
で
す
。

芦
安
に
は
鷲
ノ
佳
山
直
下
の
吊
橋
が
昨

年
の
秋
か
ら
破
損
し
て
通
行
出
来
ま
せ
ん

巳
む
な
く
鮎
差
で
渡
渉
し
、
南
岸
の
踏
跡

を
辿
つ
て
吊
橋
の
南
側
に
出
ま
し
た
。
此

途
中
ロ
ー
プ
を
要
す
る
所
が
ニ
ケ
所
あ
り

ま
し
た
パ
約
二
時
間
を
要
す
）
此
外
に
吊

橋
の
下
を
波
渉
す
る
方
法
及
破
損
笛
所
の

針
金
を
博
に
る
方
法
も
あ
り
ま
す
が
雨
者

と
も
危
瞼
で
す
か
ら
、
結
局
始
め
か
ら
南

岸
を
行
く
の
が
最
も
安
全
と
思

に
れ
ま

す
。
吊
橋
の
破
損
に
林
道
の
開
係
で
、
山

梨
縣
臨
で
修
繕
す
る
事
に
な
つ
て
居
る
が

（
道
路
の
修
繕
費
に
約
壺
千
回
を
要
す
る

由
）
財
源
難
の
鷲
思
ふ
様
に
な
ら
ぬ
そ
う

で
す
。
池
山
の
釣
尾
根
道
に
時
間
的
に
早

く
北
岳
に
取
付
き
得
る
コ
ー
ス
で
今
後
利

用
者
も
相
常
あ
る
事
と
思
ひ
ま
す
か
ら
、

一
日
も
早
く
復
嘗
さ
れ
ん
事
を
希
望
し
ま

す
。
常
池
山
の
御
池
に
は
今
各
積
雲
が
少

か
つ
た
篤
か
、
ナ
タ
マ
ヂ
ヤ
ク
ン
が
う
よ

う
よ
し
て
居
る
程
で
、
水
に
あ
つ
て
も
飲

―１１
に
供
し
得
る
水
に

一
滴
も
な
く
、
北
岳

小
屋
迄
水
不
足
の
常
閉
日
し
ま
し
た
ｏ

七
月
二
十
日
　
　
　
　
（
小
島

一
請
）

本
書
御
岳
よ
り
北
ア
ル
プ
ス
ヘ

連
日
の
好
晴
に
恵
ま
れ
つ
ゝ
去
る
十
四

日
以
来
、
木
曾
の
御
岳
を
振
り
出
し
に
、

岳
の
湯
よ
り
田
部
先
生
の
名
文
通
り
、
御

岳
と
乗
鞍
の
幽
境
、
盆
田
川
浩
岸
の
静
寂

境
阿
多
野
よ
り
乗
鞍
に
登
り
平
湯
に
下
山

蒲
田
よ
り
笠
ケ
岳
に
登
り
、
双
六
ノ
池
よ

り
更
に
三
俣
蓮
華
、
黒
部
五
郎
、
薬
師
に

登
り
ま
し
た
。
更
に
ス
ゴ
ー
よ
り
五
色
ケ

原
に
到
り
、
平
よ
り
南
澤
を
越

へ
て
、
島

帽
子
に
登
り
、
濁
よ
り
湯
俣
に
下
り
、
燕

よ
り
中
房
に
下
山
す
、
こ
の
行
程
前
後
十

八
日
間
を
要
し
ま
し
た
。

七
月
十

一
日中

房
に
て

（
捨
井

一
彦
）

八
海
山
よ
リ

七
月
十
四
日
素
晴
し
い
快
晴
に
恵
ま
れ

て
、
宿
望
の
八
海
山
―こ
登
り
ま
し
た
。
全

山
樹
木
に
乏
し
く
、
山
に
深
み
の
な
い
の

を
憾
み
と
し
ま
す
が
、
奇
峰
天
に
沖
し
て

物
凄
く
、　
一
寸
雨
紳
山
に
街
彿
し
て
ゐ
ま

す
が
、
山
頂
の
眺
望
に
賓
に
雄
大
を
極
め

近
く
に
駒
、
中
ノ
岳
の
雄
容
、
水
無
川
を

距
て
、
年
立
し
、
遠
く
仮
豊
山
、
守
門
山

爾
彦
、
佐
波
の
山
々
及
び
妙
高
、
北
ア
ル

プ
ス
、
魚
野
、
信
濃
雨
大
河
の
挺
々
な
る

銀
帯
等
々
、
洵
に
素
晴
ら
し
い
大
期
で
し

た
。
他
に
何
れ
婦
京
の
上
申
上
ま
す
。

七
月
十
五
日
　
　
　
（安
田
登
茂
次
）

編

輯

後

記

八
月
會
報
を
体
だ
鶯

‥こ
原
稿
は
多
数
に

集
り
、
次
競
に
廻
し
た
も
の
が
抄
く
な
い

會
の
仕
事
も
一
つ
一
つ
着
々
と
進
み
、

先
す
固
書
の
整
理
が
完
成
し
た
。
近
く
日

録
の
螢
行
も
出
外
る
事
と
思
ふ
。
秋
の
計

劃
に
は
富
具
集
高
山
深
谷
、
山
岳
二
十
七

年
三
流
の
発
行
が
あ
る
。
富
良
及
び
原
稿

の
御
途
付
を
願
ひ
度

い
。
穂
高
涸
澤
の
山

小
屋
建
設
の
準
備
も
秋
よ
り
各
に
か
け
て

の
一
つ
の
仕
事
で
あ
る
。

藤
嶋
理
事
に
七
月
十

一
日
秋
田
日
本
銀

に
韓
任
さ
れ
た
。
庶
務
に
出
中
理
事
が

引
維
い
だ
け
れ
ど
も
、
固
書
室
に

一
寸
淋

し
く
、な
つ
すこ
ο
　
　
　
　
　
　
（角
田
）

昭
和
七
年
九
月
廿
三
日
印
刷

昭
和
七
年
九
月
十
四
日
評
行

戯
腑
腑
鳩
　
角
田
吉
夫

東
京
市
芝
ｕ
栞
不
剛

一

不
二
〇
ビ
ル

議

行

所
　
日
本
山
岳
會

會

報
編

輯
所

(所刷印竜明開)

美満洋
市
′:ヽ
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